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明けましておめでとうございます。総長に就任して l年あまりが過ぎ， 2度目の新年

を迎えることになりました。年頭の御技惨とともに，最近考えておりますことの一端を

述べさせて国きます。

平成4年は，わが凶の1戦後体制ljIJ¥ ＼，、らいろの芯、”とで行き；tf;まりを凡せたff.でありまし

た。高等教育の分町・でも，戦後の教'ff11;1JJ立が産みIUした多くの問題点について，昨年ほ

とn活発に議論された年はなかったと日えましょう。 I［没後も50年近くなり ．わが闘の体制

は，いま重要な転換期に立っているとし、う感が深いのであります。

平成4年には大学改革元年という －,s－葉がしばしば月lL、られました。しかしぶ都大学ではすでに平成3

年新しい栴怨のもとに人間 ・JJ;'i!Q学研究科が発足しましたので，本；イ｜ミは入学改革3年ということになり

ましょう。み；{f.4月には総合人間’芋i郁が初めての学生を受け入れることになり ，学部は 4年 （医学は 6

年） -ft教育へ移行します。学部改革はいよいよノド絡的な実施の年となり，一層の努力を必要とするよ

うになって参りました。

学部改11i：と平行して大学院の改革もj住んでいます。昨年4月には法学部の大学院ill点化が発起し，社

会人のリカレント教育のための専修コ一 次も約40名の入学者を受け入れました。昨年末に内示されたチ

'r1：集では，工学部と医学部の大学院重点化が決定しましたし，薬学部に独立専攻「薬品作用制御シλ テ

ム専攻」が設置されることになりました。今後の課題は大学院の教育 ・研究の内容の改善，充実であろ

うと考えています。

昨年秩， rNature~ と 『Science』とし、う ill：界の代表的な科学雑誌が日本の特集をしました。わが11、｜が

｜止Yf.でそれだけ注目されるところまで発展してきたことは拙しいことでありましたが，内容にはかなり

痛烈な日本への批判もありました。たしかに，自然科学の分野ではわが国から多数の論文が世界の一流

の雑誌に数多く掲載されるようになりましたが，高い頗度で引用される論文はまだ少なく，このことは

オリジナリティの面で秀れた仕事がまだ少ないことを芯、味しています。平均レベルは高くなったけれど

も群を抜いた研究が少ないのがわが国の現状と言ってもよいでありましょう。この現状を破るにはどう

したらよいか，それが今我々に謀せられた大きい課題となっています。

1920年代までのアメリカは，ノーベル賞受賞者もほとんどなく，ヨーロッノ情通ら妓術を導入して大量

に生産することにより利益を挙げ，急速に力をつけていました。そして常にヨーロッパからアメリカは

ヨーロッパの真似ばかりしているという批判を受けていたのであります。そのアメリカが1930年以降研

究を発展させ，第二次世界大戦後世界ーの学問王国になったのは，思い切った研究への投資，自由競争

の原理，そしてヨーロッパからの学者の杭極的受入れであったと思います。一人あたりの GNPも，外

貨準備高も世界ーになりながら基礎研究が弱いと批判されている現在の日本は，ちょうど1930年頃のア

メリカとよく似ていると言ってよいでありましょう。その意味で‘現在の日本は重大な岐路に立っている

と言えます。日本が基礎的な学聞を発展させて今世紀後半のアメリカのような学問王闘を作ることに成
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立1するか任かという意味での岐路であります。そしてこれに成功しない限り21世紀の日本の繁栄はあり

得ないと考えられます。

幸い京都大学には独創的な学問を育て，多くの創造的な人材を産み出してきた，蹄かしい伝統があり

ます。東洋の思想に新しい光をあてて大きい学問休系を今ちたてた先人の智恵と，失敗を恐れず果敢に

新しい研究分野を聞いた先輩の勇気を思い起こし，新たな創造に向かつて技々が努）Jすべき時であると

思います。

私は特に若い研究者が自由な発想で研究できるよう，環境の11引簡を行わなければならないと考えてい

ます。そのため教育研究特別経貨の中から~o歳未満の研究者を対象とした研究助成及び出版助成の制度

を設けることになり，まもなく公募致します。また寄附講座，寄附{i)f究部門も受け入れられるよう，す

でに規則の整備も終わりました。これも研究の活性化に役なっと考えたからであります。

まもなく訪れるZL位紀は， “夕、：ll”が， ti';-報が大きい価値を持つ社会て、あろうと思L、ます。そのような

社会では大学が現在よりも大きい役割を来たさなければならないでしょう。それは大学が新しい思想.！.

新しい妓術を産み出す中心であり ，また社会の 1"1ー〆ーや高度の専門技術を持った人々を育成する場所

であるからであります。現在企業などの研究所でも基礎研究が行われるようになって参りましたが，や

はりほとんどの基礎研究は大学でなされています。これからの社会では，大学が社会の中心的組織にな

らなければならないと考えます。新しい年は，そのようた時代へ1!1］（ナての出発の年とも言えましょう。

点目｜；大学関係者の特様の御｛住l協と御活mをお(frりします。

• • II 』11111111111 ・＂ ・1・川’川1 1111 111111”＇＂・＇＂＂ II ’ 111111111111”。＂ ・1・＂1111111111111・＇＂・ 0・.....111111111 』 lh• ・0・・......111111111111”1・・H .... ,,1111111 

〈大学の動き＞

井村総長，中華人民共和国訪問

JI：ー村総長は， 12月11日から，高等教育 ・研究機

関の実情調査及び学術交流lζ関する打合せのた

め， rp事人民共和国へ出張し， 12月17円仰いlし

た。

主な訪問先は，｜卦家教育委員会，北京大午， rjI 

1司友好病院，西北大学及び上海市内分泌研究所で

ある。

各訪問先においては，！践 雌llil家教育委員会

副主任（次If級），子宮噌同国際介f'F司司長，

~~ 樹青北京大学校長等関係者と阿国における向

等教育 ・研究機関の現状及び木ヴ：との学術交流に

ついて意見を交換した。

同国の高等教育については， 11~同側から，日木

における例を参考とした改本のjfft進，政府資金以

外の「企業努力による利潤」の活用による大学の

管理 ・運営の実態等の説明があり，最近の同国に

おける高等教育の変革の事情の一端をうかがわせ

るものがあった。

なお，今回の訪問には．塚本政雄国際交流記長~~

・ii);外掛jそが同行した。

勝 藤国家教育委員会副主任（右側）と
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新年名刺交換金

本学恒例の新年名市lj交換会が， 1 ) J 4日（月）

午1lli101！；）＇ーから ）；＼大会館において， JIこ村総夫総長は

じめ，奥同 点，沢m敏男元総長，西島安則前総

H，名誉教J受，教職員約250名の出/,1討を得て行ーわ

れた。

はじめに）j：村総長から新年の侠1~があり，次い

で奥旧 東元総長の売戸による乾杯ののち歓談，

午前1lfl;'f-散会したの

.......・..・・ー・・．．・・・．・・・．・・．，・・．．・・．．・・．・・・． ．・・~ ·· ・．．・・．．・・．・・．．・・..・・．．・・．．・・..・

部 局 長 の交替等

農学部附属農場長

捌江 武民学部附j足農場lミの任期満了に伴い，

後任として 1','f.雑得一政学部教授（雑草学講~担

当）が 1J1 1円任命された。任Wlは平成6午12月

31日までである。

1111・4・”・.....11111111111’l’N・I・"'I川11111111111’...........111111111111’”””・’”otllllllllllll’11...‘ o・p・u111fllllll＂＂＂＇・ ””’111111111111仙川

自 衛 消 防 団 員に感謝状贈呈

12月1611 （水）仁l衛消防団と左）~消防署合同に

よる年末特別消防演習が附属図書館を中心に行わ

れ，自衛消防団の十｜頃の訓練成果が披露された。

引続き，事務局総西側において，白衛消防団長に

対して総長からの感謝状及び記念品が岡村事務局

長より目白唱された。

感謝状贈呈式

この日感謝状を受けた団員は，烏塚 治（庶務

till)，井山有三．竹下基幸，牧 良光（以上経理

部），飯田八郎（保健診療所） , Lil田哲也（学生

部），北村宏之（医学部附属病院） , "i!f山卓史（化

学研究所）， 問中和夫（数E主解析研究所）の各氏

である。

年末特別消防演習

n
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本学では，広く一般市民を対象とする「京都大

学市民講座」を， 10月24日， 31日及び11月7日の

各土曜日に開講した。ここに本講座の講演要旨を

掲載する。

4・~炉C>c-... ・』咽白川>c:-~』〈出＞＜＝，ー

京都大学市民講座「かたち」

講演要旨（その 1) 
・4・F曜：：＞＜＞c=-~~~－哩:::><>e::-... ・~－＝：：：＞＜＞o・－【＝

形態と精神一外科学の挑戦一

医学部教授一色信彦

我々が物を考える時，ことばを通して論理的に

考えるか，形態などのイメージを通し直観的に考

えるか，どちらかの事が多L、。

人間の脳は，視覚的なものからヒントを得るの

を得意としている。初対面の人と逢った時には，

その人の話しの内容よりも，顔，表情からより多

くの情報を得ょうとする。顔からの情報は状況に

よってそれ程変らなし、。恒常性がある程度あり信

頼できると一般に考えられている。実際には顔か

らその人の性格，精神までなかなか見抜けるもの

ではなし、。にもかかわらず，顔，その他体の形態

の社会生活上の重要性は否定できなし、。美容関連

産業が巨大産業のーっとなる所以である。

顔がけが，やけど，悪性のできものなどで変形

を来せば，本人の社会生活に重大な支障を生じ，

それを正常近くまで直すのは医学の責任でもあ

る。形成外科とL、う学聞は主にこういった体の表

面の形をなおす科として特に戦後発展した。

特に手術に使う材料が新しく開発され，麻酔の

発達，顕微鏡下手術などにより安全に正確に手術

ができる様になり，その進歩はめざましいものが

ある。外から見える体の部分なので誰にもその成

果は評価できる。 （診断技術や手術術式の進歩の

実例を供覧した）

日本人の体形，人相はこの50年近くでいつの聞

にか自に見えて変化している。驚くばかりの変化

である。 『外見を気にするな』といわれるが，逆

の面も無視できなし、。外見で内なる精神は変わる

のである。形成外科的手術の結果，人生に生き甲

斐を見出した人々の自の輝きこそ，我々外科医の

生き甲斐でもある。

（平成 4年10月24日講演）

スポーツーそのこころとかたち一

総合人間学部助教授 小田 伸午

あるスポーツ競技をとりあげてみると ，l険い方

やもちいる技術の差異によって，そのスタイルに

違いが認められるものである。例えば，ラグビ

ー。大学ラグビー屈指の好カードとして名高い早

明戦は，ヨコの早稲田に対して，タテの明治とい

われる。また，関西大学ラグピーの伝統の一戦，

京大と同志社も，パスの京大に対して体当たりの

同志社などと，戦い方のスタイルの違いを指摘さ

れたこともある。世界に目を移しても，各国代表

チームのラグピースタイルには，やはり違いがあ

る。イングランドにはフォワードを前へ出すこと

を主限としたキック主体のスタイルがあるし，フ

ランスには，パックスへの展開を基本戦術として

全員が一体となって激しくボールを動かすシャン

パンラグビーがある。また南半球の強豪ニュージ

ーランドのフォワードが，かたまりとなって相手

にプレッシャーをかけ続けるスタイルはあまりに

も有名である。

何故スタイルに違いがあるのか。それは，ラグ

ピーが体の接触を伴うゲームであるために，体格

の大きいほうがまずは有利になるとし、う単純な理

由による。元々明治や同志社は，巨漢フォワード

の力を前面に押しだそうとして長年にわたって築

きあげてきたかたちを持つのに対して，体の小さ

い早稲田や京大はポールを相手巨漢フォワードか

ら遠ざける展開ラグピーを指向した。フランス人

やニュージーランド人にしても実はイングランド

人に比較して若干小さいのである。イングランド

の巨漢フォワードに押しつぶされて敗戦を重ねる

なかで，パックスへの展開に活路を見いだしたの

がフランスであり，フォワードが固まることで一

人一人の弱さをカバーしようとしたのがニュージ

ーランドであった。

このように，国内外の各チームのラグピースタ

イルの洗練過程を見てくると，スタイル（かた

ち）というものは最初からあるのではなく，人間

の英知によって築きあげられたものであることが

わかる。英知とは，体の大きさという要因を生か

したり，逆に克服しようとしたりするこころであ

る。すなわち，こころを得た結果はじめてできた
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かたちである。 「心得る」とはこのことであろう。

我々の 自には世界のトップチームのそれぞれのか

たちが目にとびこんでくるが，その裏にはそのか

たちに等しいこころがあることを忘れてはならな

い。こころとかたちはいつでも表裏一体である。

（平成4年10月24日講演）

空似の資本主義

一日本，アメリカ，ヨーロッパー

経済学部教授 渡遭 向

経済過程をかたちを通して理解しようとするの

は，複数の対象を相互に比較，対照して，それら

の相違と相同を明らかにするためで、ある。その場

合には，かたちの背後に本質が隠れているという

認識が，暗黙の前提とされている。したがって，

諸対象の相違を問題とする際に，本質は同じだが

かたちは異るという予断に立つならば，関心はか

たちそのものに向けられる。これとは逆に，かた

ちは同じだが本質は異るという予断に立つなら

ば，かたちは本質的相違を覆い隠すものとされ，

関心はかたちを突き抜けて，隠された本質に向け

られる。

現代資本命lj社会の三つの核を成している日本，

アメリカ，ヨーロッパを対比する場合にも関心の

方向は二つに分かれるが，三核のいずれももっと

も発展した資本制経済としてかたちは同じである

が，その本質は異るという予断のもとに，関心が

かたちにではなく「本質的相違」に向けられるこ

とが多い。とくに対抗的政策関心から，三伎のそ

れぞれが，己こそ本来の資本制経済であって他に

は前資本制もしくは非資本制要素が混在している

のだという，いわゆる正統 ・呉端の認識をもって

他に臨みやすし、。自己を正統とし，他を異端，す

なわち「空似の（似て非なる）資本主義」とする

政策的価値関心からは，かたちが本質の相違を覆

い隠しているのではなし、かという猪疑の目が，他

に対して執助に向けられることになる。かたちの

基本的相似が無視され，局部的相違が意図的に拡

大解釈されて「本質的相違」の徴表とみなされる

ことさえしばしば起こるのである。

このような状況の下で，かたちをかたちとして

認識する本来の形態関心を育てることが，今日き

わめて重要である。そのためには，発展した資本

制社会の形態差を説明できない発展段階論的観点

に代えて，類型論的観点に立つことが肝要であ

る。それでは，日本，アメリカ，ヨーロッパの三

つの資本主義のかたちの相違を，類型論の観点か

らどのように認識し，またどのように理解するこ

とができるのか。ここで類型構成の基準を，社会

的総経済循環のかたちを決定する最終需要として

の消費様式の，その変動特性に求めるのが妥当で

あろう。そこで三つの資本主義の消費様式を対比

してみると，日本のそれは均質性が強く ，流動性

も強L、。アメリカのそれは均質性が弱く，流動性

は強し、。ヨーロッパのそれは均質性が弱く ，流動

性も弱い。消費様式のこのような類型特性が産業

様式の，ひいては総経済循環の類型特性も規定す

る。それは，日本＝生産の優位，アメリカ＝投資

の優位，ヨーロッパ＝販売の優位，と定式化する

ことヵ：できょう。

三つの資本主義のこのような類型規定は，それ

ぞれに伏在する危機の類型規定でもある。この危

機の諸類型は，三つの資本主義がそれぞれよって

立つ消費様式の類型特性に執着するかぎり ，再生

産され，構造化する。したがって，どのような政

策努力をもってしでもそれぞれの危機を完全に脱

することはできない。

他方で，三つの資本主義聞の相互作用が強まれ

ば強まるほど，内に潜む危機要因を外に求め，己

とは異質の「空似の資本主義」に擦り合う政策操

作の余地も拡大していく。かくて生み出される三

つの資本主義聞の固有の緊張関係は，十分に自覚

されないまますでに「文化闘争」の趣を帯びてい

る。資本主義対社会主義とし、う体制対立の建前が

崩れ， nationという国民，民族，国家の三位一

体の神話も効力を失い始めた今日 ，わたくしたち

が直面している事態の意味を，新しい神話に頼る

ことなく理解するためには，三つの資本主義のか

たちを見分ける眼が何よりも必要なのである。

（平成4年10月31日講演）
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く栄誉＞

林屋辰三郎名誉教授が日本学士院会員

に選ばれる

このたび，林屋辰三郎名誉教

授が日本学士院会員に選ばれ

た。

以下に同名誉教授の略歴，研

究業綾を紹介する。

林屋名誉教授は，京都府出

身，昭和13年京都帝国大学文学

部史学科卒業，立命館大学教授を経て，昭和45年

京都大学人文科学研究所に日本文化研究部門創設

にともない教授に就任，同49年から53年まで所長

の任につかれ，同53年定年退官後は，京都国立博

物館長に転じ，同60年同職退任後は，今も財団法

人美術院館長，高麗美術館館長の職にある。

その間，昭和20年から26年にわたって日本史研

究会代表委員を務め，同38年からは芸能史研究会

代表委員に選出され，現在に至っている。同名誉

教授の学界活動もきわめて多方面にわたり，日本

風俗史学会会長（昭和62年～平成3年）， 日本古

文書学会会長（昭和62年～平成 2年）などをも務

めた。

同名誉教授の理論的業績は，戦前以来の京大文

化史学の伝統を戦後の社会史 ・生活史研究のなか

で捉え直し，飛躍的に発展させたことにある。特

に日本中世の京都の 「町衆」が日本文化の基本的

創造力を形作ったとする論は，日本の市民社会形

成期における「町衆」という概念規定とあいまっ

て，学界に強くかっ大きな影響を与えた。

また，変革期においてこそ文化発展の基盤を見

出せるとする理論構成は，最初の著書『日本演劇

の環境』（昭和22年）以後一貫して追求され，本

学在任中に主宰された「市民文化研究班」の成果

たる三冊の編著にも貫徹されているところであ

る。

同名誉教授は，生活史分析研究の過程で「地域」

に関する研究を推し進め，『京都の歴史』， 『史料

・京都の歴史J, 『宇治市史』， 『新修大津市史』

など地域史に画期を聞く業績を成しとげるととも

に，被差別部落史研究の客観的基礎を『部落史に

関する総合的研究』によって築き上げた。主業績

は，『日本史論褒』全八巻，『日本芸能史論』全3

巻に収められている。

同名誉教授のこれらの業績に対して，昭和35年

に芸術選奨文部大臣賞が，同54年，紫綬褒賞が，

同60年には勲二等瑞宝賞及び京都市文化功労者の

栄誉が，平成2年には朝日賞が授与された。

（人文科学研究所）

・．．－．．・・．．・・．．・．．．ー．．・・...・...・．・‘・．・・．．・・．．・・．－－．． ・・

アメリカンフットポール部

甲子園ボウルで優勝

12月13日（日），アメリカンフットボールの第

47回甲子園ボウル（東西学生王座決定戦）は，激

しい雨が降りつける医神甲子園球場に 3万8千人

を集めて行われ，京都大学（関西 1位）が20年ぶ

り出場の法政大学（関東 1位）に17ー 7で逆転勝

ち， 5年ぶり 4度目の優勝を果たした。年間最優

秀選手（ミルズ杯）， 甲子園ボウル優秀選手に金

岡棺友（薬学部）が選ばれた。

なお，本年 1月3日 （日），東京ドームに 5万

4千人を集めて行われたアメリカンフットボール

の日本選手権「ライスボウル」では社会人 1位ア

サヒピール ・シルパースターと対戦し， 29-20で

惜しくも敗れた。

（学生部）

－・・・””・・・・”．，．．．．””・・・・・・...・・・.........~・・・・・・・・・＂＂＂

日 誌

(1992年12月1日～12月31日〉

12月3日 :iili合王国エジンパラ大学 CairnsAitken教

授外 l名来学，凶係教官と懇談

4日 防火委員会

7日 名誉博士称号贈呈式

8日 大学院審議会

ク 京都大学後援会助成事業検討委只会

。外国人教員 ・留学生懇親会

11日 総長，中華人民共和国における高等教育 ・研

究機関の突情調査及び学術交流に関する打合

せのため中華人民共和国を訪問 (17日まで）

16日 国際交流委員会

。 国際交流会館委員会

22日評議会

。。々’
凋
品
事
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小堀 憲名誉教授

本学名誉教授小堀意先生は， 12月8日逝去

された。享年88。

先生は，昭和4年京都帝国大学理学部（数学

科）を卒業，同副手，講師を経て，昭和9年新潟

高等学校教授，昭和15年第三高等学校教授に就

任，昭和20年京都帝国大学助教授，同24年京都大

学理学部教授に昇任され数学第一講座を担当，昭

和42年5月退官された。この間，数学の研究教育

並ひ’に後進の指導にあたられ京都大学評議員はじ

め多くの委員を務め大学の管理運営に尽され，ま

た学外で、は日本数学会評議員，日本学術会議数学

研究連絡委員などを歴任された。

先生は本学を退官後，昭和42年6月から京都府

立大学長，昭和46年から京都産業大学副総長など

務められた。京都大学及び京都府立大学名誉教

授。このほか，学校法人立命館，ヴィアトール学

園，京都パストウール研究所の各理事や京都日仏

協会長を歴任された。

先生の専門は，複素解析学であり，とくに巾葉

函数論における星型及び凸型写像の研究や，多葉

函数の係数定理，歪曲定理等に草分け的業績をあ

げられた。これらの研究業績により昭和60年京都

府文化賞特別功労賞を受賞された。また，先生は

数学史の分野において，とくに17'18世紀の欧米

及び日本（和算）の数学史の研究に貢献され，国

際科学史アカデミー会員に選ばれた。主な著書に

『複禁解析学入門』（朝倉書店），『大数学者』（弘

文堂）， 『数学史』（朝倉書店）， 『数学の歴史18世

紀の数学』（共立出版）などがある。

このほか，先生は日仏科学交流に尽され，昭和

53年フランス政府からレジオン ・ドヌール主主シュ

パリエ級を受けられた。また昭和50年，学術上の

貢献と社会的貢献により勲二等瑞宝章が授与され

た。

ここに謹んで哀悼の宮、を表します。

（理学部）

根垣和子文部技官

文部技官根垣和子氏は， 12月28日逝去され

た。享年55。

同氏は昭和40年本学医学部附属病院に就職さ

れ，以後看護婦及び助産婦として看護業務一筋に

尽力された。昭和60年には京都大学永年勤続者表

彰（20年勤続）を受けられた。

ここに謹んで哀悼の意を表します。

（医学部附属病院）

長尾不二夫名誉教授

本学名誉教授長尾不二夫先生は，平成4年12

月31日逝去された。享年86。

先生は，昭和4年京都帝国大学工学部機械工学

科を卒業後，同大学講師，助教授を経て昭和16年

教授に就任，同44年停年により退官され，京都大

学名誉教授の称号を受けられた。この間，昭和33

年9月から同35年8月京都大学工学研究所長，昭

和33年9月から同35年8月及び昭和42年4月から

同44年3月まで本学評議員を歴任され，大学の管

理運営に貢献された。

本学退官後は，大阪工業大学，九州産業大学の

教疫を歴任され，昭和56年 1月から同59年8月ま

で豊田工業大学学長を務められた。

先生は内燃機関，中でもディーゼル機関及び火

花点火機関の燃焼に関する研究において数多くの

優れた研究業績を残されてその発展に寄与され，

機械工学において多大の貢献をされた。主な著書

に『舶用機関及陸上用内燃機関』， 『内燃機関講

義上 ・下巻』がある。

また，日本機械学会，自動車技術会，日本舶用

機械学会， ドイツ文化協会などにおいて，会長，

理事，支部長などの要職を歴任された。これら一

連の研究教育活動，学界活動に対し，昭和51年11

月に勲二等旭日重光章が授与された。

ここに謹んで京悼の意を表します。

（工学部）

-474一
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安岡亀一文；＼1S技’1¥

文部技官安岡亀一氏は， 1月4日逝去され

た。 ＇l年58。

同氏は昭和42年本学医学部附属病院に就職さ

れ，以後医療機徳操作員として医療業務一筋に以

)Jされた。 llB和62年には京都大学永年勤続者表彰

(20年勤続）を受けられた。

ここに謹んで哀悼の立を表します。

（医学部附属病院）

,,,,,,, ,,,,,,,, ,,,,,,,. ,,,,,,, ＂＇＂，，，”””””””””~／／,1'1""-'//,h 

く資料〉

国立大学の学生納付金の改定に

関する国立大学協会の要望書

国立大学協会（t.，次の要望占を倒係各方面に提

出した。

子成4~F-12月 4 Fl 

配置されているものであり ，高等教育の機会均等

の実現を基本的な使命のーっとするものでありま

すが，学生納付金のさらなる増額はこの機会均等

の最小限の保証をも奪いかねず，ひいては，国立

大学の重要な使命達成を危うくするものでありま

す。

また，｜認立大学は~I司家，社会の要請に応えて有

為な人材の養成を行っており，その教育の成果は

学生個人に帰するばかりでなく，国と社会とがそ

の最大の受益者であります。したがって国立大学

の学生納付金については，いわゆる受益者負担の

原則を単純に適用すべきでないことは申すまでも

ありません。とりわけ専門分野により学生納付金

に格差を設けることは，国家，社会の要請に対応

して高等教育の機会を専門分野のすべてにわたっ

て均等に提供することを本来の目的使命とする国

立大学において，到底容認できないところであり

ます。

同立大学協会では，敗政収入増の観点から授業

料，入学料等の隔年ごとの改定を定着させること

について，かねてから，遺憾の意を表していると

ころでありますが，政府におかれましては，われ

われの意のあるところをご賢察の上，とくに今回

の入学料等学生納付金の取扱につき，十分，慎重

を期せられますよう，ここに重ねて強く要望いた

国立大学協会会長 します。

有問 i拐人

国立大学の学生納付金の改定について（要望）

国立大学の予算につきましては，厳しい財政事

情のなかで種々ご配慮を頂いていることに対し，

深〈感謝の立を表するものであります。しかしな

がら，明年度の予算編成にあたり， ~Jij 1'1~大学の入

学料等学生納付金の増傾改定が検討されていると

伝えられていることについては，凶立大学協会と

して強い［（£倶の念を表明せざるを得ません。

国立大学の学生納付金については，年々繰り返

されてきた増額改定により，学生生活の諸経質の

高騰とも相まって，その父母の家計への負担は著

しく増大しております。国立大学は，我が国の高

等教育が総体として均衡のとれた発展をとげるよ

う，闘の責任において全国的にバランスをとって

．．－．．．－．．・ー．．・－．．・・．．・・．．・・．．’－．．・・．．・・．．ー・．．ー・．・・・．・ー．

く保健コーナー〉

たかが “イポ”されど “イポ”

私が京都大学保健診療所の皮膚科を担当させて

頂いてから，ょうやく半年が過ぎようとしている

が，その疾患分布の偏りで驚いたことが一つあ

る。それは，当初より，木診療所の性質上，重症

の皮膚疾患やまれな疾患の類を診察する機会は，

一般病院皮府科に比して少ないであろうと予想さ

れていたが，いわゆるイボ，正しくは， “尋常

性，指状，あるいは青年性扇平re質”などという

いささか耳慣れない皮脂－疾患が，近ごろの本診療

科において極めて高頻度に観察されることであ

る。この現象は，欧米において，ここ数十年来，

-475ー
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-~般広間不｜・外来でも，イボの患者が着実に増加し

ているという報告と無縁ではないと思われるが，

診察日によっては，受診される患者の50%前後が

イボ保有者であることを考えると，これは，やは

り，他の診療施設に比しても，有志に高い数字と

言わねばなるまし、。そこで，木コーナーではその

イポについての若干のお話をしようと思う。

イポ（花賞）の「苑」も「賛」も，ともに“あ

まりもの”という意味であるため，皮府N.而から

突出した小腫痕塊に対して，一般では用いられる

ことも多いが，ここでいうイポは，ヒトパピロー

マウイルスの皮周，正確には，表皮（上皮）にお

ける感染によって発症する，良性の増殖性疾患の

ことである。パピローマウイルスは最近60有余の

亜型が報告されており，中には悪性の変化を誘導

するものもあるが，極めてまれなことであり，一

般的には，イボがあるからと言って， 「癌になる

のではないか？」というのは，無用の心配であ

る。

このイボの文献的記載は，随分古くより認めら

れるが，その感染機序は未だに明らかではない。

ただ，大工さん，魚屋さんといった比較的，手な

どに外傷をうける機会の多い職業の人に高度のイ

ボをみるという報告や，また，学生'.Y,｛や工場など

での集団発生例の記載を参考にすると，木学，と

くに学生でのイボ擢患が多い理由についての，あ

る種の推察をすることは出来るのかもしれない。

イボの発症は，これまで学童:WJに多いとされてき

たが，最近の本学での傾向をみれば，その高頻度

分布域が，青年期にまで広がりつつあることを予

測させる。そして，これは，最近，思春期から青

年期でのアトピ－ti二皮膚炎患者が著しく増加して

いることと関連しているように思われる。実際，

アトピー性皮膚炎患者では，細胞性免疫機能が，

正常人に比べて低下していることが指摘されてお

り，このことが，イボをはじめとしたウイルス感

染を助長することにつながるのであろう。

先ほど，イボは良性だから心配はないとした

が，といって，放置してよいものでもなし、。イボ

は，感染性かつ増殖性の皮府疾患であるため，次

第に，周囲へ拡大したり，あるいは遠隔皮府に伝

染し新たな病変を形成することがよく観察され

る。従って，イボを見つければ，早急に治照を問

始することが望ましいのであるが，残念なこと

に，いまだにその確実な治療法が確立されていな

い。これは，現在，ヒト感染性ウイ ノレスに有効な

薬剤の開発が岡難であることの反映である。j凶

'llf；，イボは頑固にその場所で徐々に増殖を続け，

次第に本当に余計な“あまりもの”に成長する。

また， fl，）＇には，痛みを伴うこともあるため，現

在，対f定的ではあるが，様々な治療法が用いられ

ている。最もよく行われる方法は，液体窒素をJTJ

いた凍結療法といわれるもので，綿体に液体室井j

をつけ，それを忠部に 1回数秒間を数回繰り返し

接触させることにより，忠笥；を凍結峻死tこJ茸くも

のである。これは，ある程度の治療IJ数が必要で

あることや，いささか焔みを伴うと L、う短所はあ

るが，殆どのイポを治療でき，しかも，方法が簡

便であるという大きな特徴がある。木皮府科にお

いても，この方法を採用している。その他には，

単純切除，＇iT~気焼灼法， :!JC ガン剤の軟有：塗布や局

所注射，あるいは．サリチノレ敵軟菅の塗布などが

行われることもある。

イポ治療には，また， II音示療法あるいは民nnffit

法といわれる，特殊な方法が用いられることがあ

る。これらの療法は， H寺に，緩めて有効である場

合があり，我々侠療実践者にとっては，まことに

興味深L、。 例えば， Oslerという人が，ゲンチ

アナ紫という色素をイボlζ詮布し， 1週間以内に

治ると患者に晴示をかけたところ，イボは必ずと

れたとする報告があるし， アメリカのマサチュー

セッツ市の病院で患者にイボが消えるという催眠

術をかけたところ，数週間で殆どのイボは消えた

という報告も見られている。実際， Ill！えの灰療施

設においても同様の現象が観察されている。しか

しながら，その理由については，当然のことなが

ら全く不明である。さらに，わが国には， J山方各

地に， “イボ取り地蔵”が多く設けられており，

その有効性がまことしやかに報じられている。ま

た，ナヌ、のヘタやイチジクの汁，パナナの皮など

を擦りつけるとイボが取れるといった各種の民間

療法も知られており，実際に有効であると言う報

告を見せられると，イボの発症機序が不明である

現在，イボにある穐独特の“ネ111秘性？”を感じざ

るを得なし、c

（保健診療所戸田憲一）
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